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 よく非難の対象となる日本人の「水と安全はタダである」という感覚は、わが国民の特質であり、誇

るべき気質である。また、「お上」に従えば何事もうまくいき、安全にすごせるという、感覚も自然に心

の深層に住み着いている。しかし、今日ではリスクはいたるところにあり、これを認識し、覚悟して受

け入れなければ、日常生活さえも立ち行かない。 
 本書の読者は、やさしい言葉づかいと巧みな章立てにより、このリスクへの処し方を体得しなければ

ならないと誘導されてしまう。このため、リスクという肌触りの悪いテーマを扱っているにもかかわら

ず読後感は非常に爽やかである。 
 もちろん、リスクアセスメントが本義をまっとうし、公明盛大にリスクについて議論される社会、す

なわち“安全文化”が醸成された社会にならなければ、安心してリスクを受け入れることなどできない。

この課題については、第十章で具体的に説明されている。 
 本書の中核をなす他の章では、わかりやすい図表と豊富な事例によりリスクアセスメントの内容が説

明されているともに、リスクアセスメントへのとりくみの姿勢までも明示され、リスクアセスメントの

本義がすなおに心に染み入るように配慮されている。 


